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醐立近代美術館 フイルム ・ ライプラリー

← 

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は、

内
外
古
今
の
優
秀
映
画

の
収
集
保
存
と
そ
の
活
用
に
努
め、
月
・
水
曜
日
を
除
く
毎
日

二
時
か
ら
月
例
映
写
会
と
し
て
各
種
の
短
篇
映
画
を
上
映
し
て

お
り
ま
す。
今
回
は
我
が
国
で
は
じ
め
て
の
試
み
と
し
て
「
各

国
美
術
映
画
週
間」
を
開
催
し、

各
国
の
美
術
映
画
を一
週
間

ず
つ
国
別
に
と
り
上
げ
て
上
映
い
た
し
ま
す。

各
国
美
術
映
画
週
間
日
程
表

第一
週
(
11
.
16
i
21)

日
本
（
そ
の
一
）

第
二
週
(
11
.
23
i
28)

フ
ラ
ン
ス

第
三
迎
(
11
.
30
ー
12
.
5)

日
本
（
そ
の
二）

第
四
週
(
12
.
7
|
12)

ド
イ
ツ
・
イ
ク
リ
ア

第
充
週
(
12
.
14
1
19)

ソ
連
・
パ
キ
ス
ク
ン

第
六
週
(
12
.
21
ー
28)

イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド

第
七
過
(
30
.
1
.
4
i
12)

ア
メ
リ
カ

第
八
週
(
1
.
13
ー
24)

メ
キ
シ
「一
・
ベ
ル
ギ
ー

（
こ
の
日
程
は
多
少
の
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん。
叉

場
合
に
よ
っ
て
は、

美
術
映
画
以
外
の
も
の
を
上
映
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら、

予
め
御
承
知
下
さ
い）

美
術
映
画
は
戦
後
あ
ざ
や
か
に
浮
び
あ
が
つ
て
き
た
映
画
の

新
し
い
一
分
野
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る。
そ
の
種
類
や
扱
い

か
た
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が、

最
近
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の

は、

絵
画
を
映
画
的
な
角
度
と
技
術
で
自
由
に
再
構
成
し
て
ゆ

く
手
法
で、
イ
ク
リ
ア
の
L
・
エ
ン
メ
JV

な
ど
は
Jv

ネ
サ
ン
ス

時
代
の
壁
画
か
ら―
つ
の
感
動
的
な
物
語
を
つ
く
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
し、
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
ゴ
ゾ
ホ
映
画
な
ど
も、

絵
画
を
映
画
的
に
モ
ン
ク
ー
ジ
ュ
し
て
ゴ
ッ
ホ
の
芸
術
的
生
涯

を
物
語
る
新
し
い
形
式
で
あ
っ
た。
「
ル
ノ
ア
ル
か
ら
ピ
カ
ソ

ま
で
」
に
も
か
な
り
自
由
な
映
画
的
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い

る。
こ
う
し
て
映
画
の
感
覚
を
通
し
て
美
術
作
品
を
分
折
し、

―
つ
の
映
画
的
な
創
造
に
ま
で
た
か
め、

ひ
い
て
は
美
術
史
的

'

9

、,
9

美
術
映
画
は
創
造
す
る

滝

口

修

造

各
国
美
衛
映
画
週
間
に
つ
い
て

戦
争
中、
私
は
パ
リ
に
あ
つ
て
珍
ら
し
い
映
画
を
見
る
事
が

出
来
た。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
俳
優
で
あ
り、

演
出
家
で
あ
る

サ
ッ
シ
ヤ
ギ
ト
リ
ー
が、
二
十
才
頃
に
自
費
で
撮
っ
た
と
い
う

映
画
で
あ
る。
其
中
に
は
ド
ガ、
ロ
ダ
ン、
モ
ネ、
ル
ノ
ア
ー

ル
等
十
数
人
の
生
前
の
貨
重
な
動
く
姿
が
あ
る。
二
十
数
年
死

蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
映
画
は、

戦
争
勃
発
と
同
時
に
「
ト
レ
ゾ

ー
ル
・
ド・
フ
ラ
ン
ス
」
（
仏
醐
西
の
宝）
と
言
う
題
名
の
下
に、

一
般
に
公
開
さ
れ、
私
逹
は
毒
ガ
ス
マ
ス
ク
を
雇
に
か
け、
一―

度
捏、

燈
火
管
制
下
の
パ
リ
の
劇
場
に
出
か
け
た
事
が
あ
る。

現
代
に
動
く
故
人
の
姿
を
再
び
見
ら
れ
様
と
は
夢
に
も
思
つ
て

美
術
映
画
に
見
る
も
の

猪
熊
弦

郎

解
釈
や
批
評
を
も
行
お
う
と
す
る
映
画
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て

い
る。
つ
ぎ
に、
か
つ
て
の
純
粋
映
画
の
系
統
を
ひ
く
実
験
的

な
美
術
映
画
が
あ
る。

最
近
と
く
に
フ
ィ
ル
ム
を
カ
ン
ヴ
ァ
ス

と
同
じ―
つ
の
媒
休
と
し
て
直
接
フ
ィ
ル
ム
に
映
像
を
描
く
マ

ク
ラ
レ
ン
や
レ
ン・
ラ
イ
の
よ
う
な
作
家
が
注
目
さ
れ
て
い
る。

も
ち
ろ
ん
美
術
映
画
に
は
こ
の
ほ
か
観
光
映
画
の
発
展
し
た
も

の、
あ
る
作
家
の
制
作
過
程
や
生
活
の
記
録、

技
法
を
学
ぷ
た

め
の
教
育
映
画、

古
美
術
な
ど
を
考
証
す
る
科
学
的
な
映
画
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
が、
そ
れ
ら
を一
括
し
て
芙
術
映
画
と
呼
ん

で
い
る
わ
け
で
あ
る。
（一
般
に
ア
メ
リ
カ
で
は
art
fil
m ,
英

国
で
は
fil
m
on
 art,

フ
ラ
ン
ス
で
は
fil
m
d'
art
ま
た
は

fil
m

 sur
 art
と
呼
ば
れ
て
い
る。）

こ
こ
で
注
意
し
て
笠
き

た
い
の
は、

美
術
映
画
で
は
音
の
餌
城
が
密
接
に
結
び
つ
く
こ

と
で、
こ
と
に
実
験
的
な
作
品
や
新
し
い
手
法
の
映
画
で
は、

音
楽
に
も
新
し
い
方
法
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る。
カ
ル
ダ
ー
の
モ

ビ
ー
ル
映
画
に
は
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
い
う
若
い
作
曲
家
の
「
具

体
音
楽」
（
ミ
ニ
ー
ジ
ソ
ク．
n
ン
ク
レ
ー
ト）
に
近
い
音
楽
が

録
音
さ
れ
て
い
る。
ま
た
解
説
も、
ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

映
画
の
よ
う
に
詩
人
H

リ
ュ
ア
ー
ル
の
詩
を
女
傷一、
リ
ア
・
カ

ザ
レ
ス
が
朗
閥
す
る
と
い
っ
た
例
も
あ
る。
こ
の
よ
う
に
美
術

映
画
の
創
造
的
な
面
は
限
り
な
い
未
来
を
約
束
し
て
い
る
の
で

ぁ
召

（
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
迎
営
委
員）

居
な
か
っ
た。
実
に
こ
の
映
画
は
世
界
の
宝
で
あ
り、

美
術
映

画
の
最
初
の
も
の
だ
と
思
う。

こ
の
映
画
に
刺
戟
さ
れ
て
出
来
た
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る

美
術
映
画
が、

終
戦
後
幾
多
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。
マ

チ
ス、
ロ
ダ
ン、
マ
イ
ヨ
ー
JV

を
は
じ
め、
多
く
の
美
術
映
画

が
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
が、
マ
チ
ス
の
映
画
は
す
で
に
再
び

作
る
事
が
出
来
な
い
貴
霊
な
記
録
と
な
つ
て
し
ま
っ
た。

最
近
ヵ
ル
ダ
ー
の
も
の
を
見
せ
ら
れ
た
が、
こ
れ
は
色
で
撮

ら
れ
て
い
る
し、
カ
ル
ダ
ー
の
モ
ビ
ー
ル
が
実
に
巧
み
に
駆
使

さ
れ、

自
然
の
現
象
と
の
対
比
の
中
に、

美
し
い
音
楽
と
共
に

連
ば
れ
て
行
く
特
種
な
近
代
映
画
様
式
を
作
り
出
し
て
い
る。

私
は
芙
術
映
画
と
し
て、
ド
キ
d

マ
ン
ク
ル
な
意
味
を
離
れ
て、

立
派
な
独
立
し
た
映
画
作
品
に
な
つ
て
い
る
と
思
う。

日
本
で
も、

其
後
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
製
作
の
川
合
玉
堂、

梅
原

龍
三
郎
等
を
は
じ
め、

幾
多
の
美
術
映
画
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が、
ド
キ
ュ
マ
ン
と
し
て
も
立
派
で
あ
り、
叉
映
画

作
品
と
し
て
も
素
睛
ら
し
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る。
現
に
一
日
も
早
く
作
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
貴
重
な
作
家
が
幾
人

か
あ
る
様
に
思
う
し、
こ
う
し
た
映
画
は
国
家
の
費
用
を
も
っ

て
ど
ん
l
\‘
作
る
べ
き
で
あ
る。
な
お
出
来
れ
ば
色
彩
で
撮
る

こ
と
を
希
望
す
る。

良
い
美
術
映
画
を
作
る
に
は、

優
れ
た
ス
ク
フ
と
完
壁
の
準

備
が
必
要
で
あ
り、
そ
れ
は
作
家
と
作
品
の
中
か
ら
其
人
を
つ

か
み
出
し、

構
築
し
て
行
く
新
し
い
創
造
精
神
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い。
何
れ
に
し
ろ、

将
束
貴
重
な
ド
キ
ュ
マ
ン
に
な
る
の

で
あ
る
か
ら、
作
者
に
重
大
な
責
任
が
あ
る
し、

仕
事
と
し
て

も
大
い
に
や
り
が
い
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う。
（
洋
画
家）

美
術
映
画
の
展
望

「
美
術
映
画
」
と
い
う
こ
と
ば
は、
日
本
で
は
恐
ら
く
戦
後

に
な
つ
て
使
い
始
め
ら
れ
た
も
の
で
し
よ
う。
美
術
作
品
や
作

家
に
関
す
る
映
画
は、

戦
前
の
記
録
映
画
・
文
化
映
画
の
中
に

も
あ
り
ま
し
た
が、

特
に「
美
術
映
画」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た。
と
こ
ろ
が
第
二
次
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か

け
て、
イ
ク
リ
ア
の
ル
チ
ア
ノ
・
――
ン
メ
ル
が
美
術
作
品
を
分



析
し、

再
構
成
し
て
映
画
的
に
表
現
し
よ
う
と
試
み
は
じ
め

（
「
キ
リ
ス
ト
の
生
涯」
「
地
上
の
楽
圏」
）
今
ま
で
の
単
な
る

記
録
や
解
説
に
対
し
て、

映
画
的
な
表
現
に
霊
点
を
お
い
た
も

の
が
現
わ
れ
ま
し
た。
こ
の
美
術
映
画
の
新
し
い
傾
向
は、
フ

ラ
ン
ス
そ
の
他
の
国
に
影
替
を
及
ぽ
し、

A
・
ル
ネ
ー
（
「
ゴ

ツ
ホ
」
「
ゴ
オ
ギ
ャ
ン
」
）、

R・
リ
ュ
コ
オ
（
「
ロ
ダ
ン
」
「
プ

ー
ル
デ
ル
」
）、

F・
カ
ン
ボ
ウ
（
「
マ
チ
ス
」
）、
ロ
・
デ
ュ
ヵ

（
「
税
関
吏
ァ
ン
リ・
ル
ソ
ソ
オ
」
）

な
ど
の
人
々
を
出
し、
そ

れ
と
同
時
に
文
化
映
画
・
教
育
映
画
の
中
で
も、

芙
術
映
画
の

存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た。

映
画
独
自
の
技
法
ー|
‘
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ノ。フ、

移
動
撮
影、

カ
ッ
ト・
バ
ッ
ク
な
ど
ー
ー
に
よ
る
解
釈
や
表
現
と
い
つ
て
も、

そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
簡
単
に
説
明
し
つ
く
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が、

映
画
的
表
現
が
美
術
作
品
の
本
来
も
つ
て
い
る
特

質
を、

拡
張
し
発
展
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し、
叉
逆
の
場
合

も
見
ら
れ
ま
す。
そ
こ
に
い
わ
ば
美
術
映
画
の
可
能
性
と
限
界

が
あ
る
わ
け
で
す。

映
画
的
な
表
現
に
重
点
を
お
く
傾
向
に
対
し
て、
一
方
で
は

「
美
術
映
画」
の
目
的
や
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
と
し
て、

強

く
排
撃
す
る
人
た
ち
も
お
り、

美
術
映
画
の
国
際
会
議
で
も
し

ば
し
ば
論
争
の
的
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す。
し
か
し

美
術
映
画
が
写
真
や
幻
灯
画
で
は
な
く
映
画
で
あ
る
以
上、

独

特
の
表
現
を
も
つ
こ
と
や、

肉
眼
で
み
る
場
合
と
は
異
な
っ
た

印
象
を
与
え
る
こ
と
は
当
然
で、

こ
れ
に
対
す
る
批
難
は、

映

画
的
な
表
現
に
つ
い
て
の
無
理
解
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す。
叉

一
方
で
は、

素
材
を
美
術
に
限
定
す
る
こ
と
が、

映
画
に
と
つ

て
―
つ
の
制
約
に
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ、

美
術
映
画
の
開
拓

者
た
ち

1-―
ン
メ
ル、
カ
ン
ボ
ウ、
リ
ュ
コ
ォ
ら
が
四
九
年

頃
か
ら
劇
映
画
に
転
向
し
て
い
っ
た
の
は、

美
術
映
画
の
限
界

を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
ま
し
よ
う。

と
こ
ろ
で
各
国
の
美
術
映
画
界
の
状
勢
は
ど
う
で
し
よ
う
か

ー
ー
ュ
ネ
ス
n
が
ベ
ル
ギ
ー
の
雑
誌
《
造
型
芸
術》
の
協
力
の

下
に
出
版
し
た
「
美
術
映
画」
に、
一
九
冗
て
年―
二
月
現
在

の
詳
細
な
各
国
の
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が、
こ
れ
に

よ
り
ま
す
と
日
本
を
除
く
各
国
で、

実
に
七
二
八
本
も
の
美
術

映
画
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す。

数
の
多
い
も
の
か
ら、
主
な
国
々
に
つ
い
て
蘭
挙
に
ふ
れ
て

み
ま
し
よ
う。

ア
メ
リ
カ

ー一
四一
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
を
は
じ
め、

各
美
術
館、

大
学

な
ど
の
き
も
い
り
の
も
の
が
多
く、
原
始
芸
術
か
ら
コ
ル
ダ
ー、

レ
ジ
ェ
な
ど
現
代
ま
で、

取
り
扱
っ
対
象
の
範
囲
も
非
常
に
広

い。
技
術
指
導
映
画
が
多
い
こ
と、

色
彩
の
普
及
度
が
高
い
こ

と（
九――一
本）、

全
体
と
し
て
紹
介
・
解
説
の
甑
囲
を
越
え
な
い

こ
と
な
ど
が
特
徴
で
す。
「
コ
ル
ダ
ー
の
作
品」
「
モ
ー
ゼ
ス
お

ば
あ
さ
ん」
「
グ
ラ
ン
ト
・
ウ
ッ
ド
」
「
ヴ
イ
ナ
ス
の
誕
生」
な

ど
が
日
本
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
が、

そ
の
ほ
か
「
ア
メ
リ

力
に
お
け
る
F
·

レ
ジ
ェ
」
「
光
の
映
像」
「
抽
象
絵
画
」
「
近

代
美
術
と
は
」
な
ど
の
作
品
が
あ
り
ま
す。

イ
タ
リ
ア
ー
|―
二
七
本

す
ぐ
れ
た
古
典
を
数
多
く
も
つ
て
い
る
こ
の
国
で
芙
術
映
画

が
盛
ん
な
の
は
当
然
で、
叉
古
い
作
品
を
扱
っ
た
も
の
が
多
い。

さ
き
に
述
ぺ
ま
し
た
先
駆
者
エ
ン
メ
ル
以
外
で
は、

J
・
バ
ッ

テ
イ
の
「
ぶ
ソ
テ
イ
チ
ェ
ル
リ
」
（
日
本
公
開）、

劇
の
A
・
ブ

ラ
ゾ
セ
ッ
テ
イ
の
「
サ
ン
・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
寺」
「
サ
ン
・
ビ
―
-

H

ル
の
円
屋
根」、

U
•
バ
ル
バ
ロ
の
「
カ
ル。ハ
ソ
チ
オ
」
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す。

フ
ラ
ン
ス
|
_―
―
一
本

日
本
で
外
国
の
美
術
映
画
と
い
え
ば、

先
ず
第一
に
考
え
ら

れ
る
も
の
は
こ
の
国
で、

最
も
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す。
ィ

ク
リ
ア
に
比
ぺ
て
新
し
い
作
品
を
扱
っ
た
も
の
が
多
い
の
が
目

立
ち
ま
す。
前
述
の
も
の
の
ほ
か、

A
．
ル
ネ
ー
の
「
ゲ
ル
ニ

カ」、

J・
ア
ウ
レ
ル
の
「
雅
び
な
宴
」
（
ワ
ッ
ト
1
'）、
リ
ニ
コ

オ
の
「
像
を
刻
む
人
た
ち
」
な
ど
が
新
し
い
傾
向
の
代
表
作
と

い
わ
れ
ま
す。

そ
の
ほ
か、

画
家
と
し
て
有
名
な
レ
ジ
ニ
の

「
機
械
の
踊
り」、
デ
『一
ラ
ン
の
「
ブ
ラ
ソ
ク
」、

美
術
史
家
R
.

r一
イ
グ
の
「
ル
ー
ベ
ン
ス
と
そ
の
時
代」、

ゲ
レ
ミ
ヨ
ン
と
カ

ス
ト
の
「
人
生
の
魅
力」、

メ
ル
カ
ン
ト
ン
夫
人
の
「一
八
四

八
年」、

J
・
ロ
ッ
ド
の
「「、
イ
ヨ
ー

こ

な
ど、

そ
の
作
品

ド
イ
ツ
|
ー
六
七
本

い
わ
ゆ
る
ク
ル
ト
ウ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
（
文
化
映
画）
の
伝
統

あ
る
こ
の
国
に
は、

技
術
的
に
ガ
ソ
チ
リ
し
た
作
品
が
多
い。

陶
器
を
劇
的
に
取
扱
っ
た
カ
ー
ル
・
ラ
ン
プ
の
「
プ
ス
テ
リ
」

を
は
じ
め
「
ア
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ド
ー
ム
」
「
S
・
ロ
ッ
＊
ナ

ー
」
「
水」
な
ど
が
あ
り
ま
す。

ベ
ル
ギ
ー
ー
ー――一
六
本

こ
の
国
に
美
術
映
画
が
盛
ん
な
こ
と
は
案
外
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん。
ボ
ー
ル・
エ
セ
ー
ル
ス
の
「
ル
ー
ベ
ン
ス
」
「
ど
カ
ソ
訪

問」
「
ル
ノ
ア
ー
ル
か
ら
ど
カ
ソ
ま
で」
は
第一
級
の
作
品
で、

特
に
後
者
は
美
術
史
的
解
釈
や
批
評
の
上
に
立
っ
た
映
画
的
表

現
に
お
い
て
最
も
成
功
し
た
も
の
と
い
え
ま
す。

彼
の
協
力
者

ス
ト
ル
ク
も
彼
自
身
「
古
代
ベ
ル
ギ
ー
の
瞥
見」
「
パ
ア
ク
島」

な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す。

そ
の
ほ
か

カ
ナ
ダ
（
三
二
本）

は、

殆
ん
ど
が
国
立
の
映
画
機
関
で
作

ら
れ、
シ
ネ
・
プ
ラ
ス
テ
イ
ッ
ク
派
の
ノ
ー
マ
ン
・
マ
ク
ラ
レ

ン
の
諸
作
「
幻
想」
「
ヘ
ン・
ホ
ソ。フ
」
な
ど
が
目
立
ち
ま
す。

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ャ
（
二
九
本）

で
は
K
.
。フ
リ
ソ
カ
の
「
バ

ロ
ソ
ク
の
プ
ラ
ー
グ
」
な
ど、

イ
ギ
リ
ス
（
i

-

七
本）

で
は、

A
・
シ
ョ
ー
の
「
彫
邸
の
鑑
賞」
の
よ
う
に
解
説
的
な
も
の、

ソ
ヴ
ェ
ト
（一
六
本）

で
は、
ジ
H

リ
ヤ
ブ
ジ
ス
キ
ー
の
「
レ

ー
ビ
ン
画
集」
が
日
本
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す。
北
欧
は一
般

に
盛
ん
で、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
（一
七
本）

に
は、

K
・
マ
ル
テ

イ
ン
の
「
歴
史
的
宝
庫」
「
騎
士
の
鳥」、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
皇
太

子
の
「
ス
ト
ノ
ク
ホ
ル
ム
宮
殿」
な
ど
が
あ
り、

デ
ン
マ
ー
ク

（
二
ニ
本）
で
は、

闊
の
カ
ー
ル
・
ド
ラ
イ
エ
ル
が
「
田
舎
の
聖

堂」
を
作
っ
て
い
る
の
に、

興
味
を
ひ
か
れ
ま
す。

次
に
日
本
の
美
術
映
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う。

戦
前
の
文
部
省
映
画
「
法
隆
寺」
「一一
条
城」
「
室
生
寺」
な

ど
は
一
応
除
外
し
て、

戦
後
に
作
ら
れ
た
美
術
映
画
は
十
数
本

あ
り
ま
す
が、

そ
の
主
な
製
作
者
は
東
京
国
立
関
物
館
と
プ
リ

ジ
ス
ト
ン
美
術
館
映
画
部
で
す。

は
全
く
多
彩
を
極
わ
め
て
い
ま
す。

国
立
博
物
館
で
は、
「
美
の
殿
堂」
（一
九
充
0、

理
研）

を

は
じ
め
「
上
代
彫
刻」
（
五
一
）
「
桃
山
美
術」
（
万
二）
「
錬
倉

美
術」
（
互二、

以
上
三
井
芸
術。フ
ロ）
と
毎
年一
本
ず
つ
製
作

し、

記
述
的
な
鑑
貨
指
琳
や
解
説
に
電
点
を
お
い
て
い
ま
す。

プ
リ
ジ
ス
ト
ン
で
は、
「
JI
合
玉
堂」
「
梅
原
龍
三
郎」
「
高

村
光
太
郎」
と
現
代
大
家
の
制
作
活
動
を
記
録
的
に
収
め、

多

少
解
説
的
な
要
素
も
加
味
し
て
い
ま
す。

最
近
で
は
「
美
術
家

訪
問
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て、
一
流
作
家
の
姿
を
ス
ナ
ソ
プ
し
た

も
の
を
作
っ
て
い
ま
す。

叉
製
作
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
問
題
を
起
し
ま
し
た
が、

青
年

。フ
ロ
灰
ク
シ
ョ
ン
の
「
北
斎」
は、
日
本
の
美
術
映
画
を
考
え

る
場
合
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
色
あ
る
作
品
と
い
え
ま

し
よ
う。
こ
れ
は
北
斎
の
作
品
を
素
材
に
し
て、

映
画
的
に
再

郡
威
し
な
が
ら、

北
斎
の
生
涯
と
芸
術
を
描
い
た
も
の
で
す。

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ。フ、

移
動
撮
影、
カ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
な
ど
の

映
画
的
な
表
現
に
お
い
て、
叉
北
斎
芸
術
の
映
画
的
再
現
に
お

い
て、

現
在
ま
で
で
は
最
も
成
咲
し
て
お
り
ま
す。
そ
れ
は
同

時
に、
そ
の
後
の
美
術
映
画
に
も
い
ろ
い
ろ
影
碧
を
与
え
て
い

る
よ
う
で
す。

そ
の
他、
三
井
芸
術
プ
ロ
の
「
奈
良
の
大
仏」
「
日
本
陶
磁

の
芙」、

T
V
F
テ
レ
ビ
映
画
の
「
棟
方
志
功」

な
ど
が
あ
り

ま
す。大

勢
と
し
て、
日
本
の
美
術
映
画
は、

ま
だ
記
録
的
乃
至
解

説
・
記
述
的
な
も
の
が
多
く、

最
近
に
至
つ
て
潮
く
映
画
的
な

表
現
に
も
関
心
を
示
す
よ
う・，こ
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す。

芙
術
映
画
に
つ
い
て
は、

製
作
の
場
合
に
は
西
金
や
技
術
の

面
で、
こ
れ
を
観
賀
す
る
に
は
輯
入
の
面
で、

そ
れ
ぞ
れ
非
常

に
困
難
な
の
が
現
状
で
す。
む
し
ろ
私
た
ち
が
薦
れ
る
こ
と
の

で
き
る
の
は、

そ
の
こ
く一
部
分
と
い
え
ま
し
よ
う。

そ
う
い
う
意
味
で、
こ
の
「
各
国
美
術
映
画
週
間」
で
は、

許
す
範
囲
内
で
各
国
の
美
術
映
画
を
と
り
上
げ、

比
較
検
討
す

る
機
会
を
つ
く
り、

愛
好
者
の
希
湿
を
叶
え
な
が
ら、

美
術
映

画
の
発
展
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
す。




